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1．　「モスク建立の波紋」
　ローマ法王庁のあるヴァチカンに近い，チベリ河畔のローマ市内北部に，
ヨーロッパ最大級といわれるモスク（イスラム寺院）が，この6月完成し，
地元イタリアのスカルファロ大統領や，このモスク建立の大ロスポンサーで
あるサウジアラビアの王族代表らが，その竣工式に列席した。
　イタリア在住のイスラム教徒は，およそ30万人（一説には60万人）。大部
分はエジプトなど北アフリカ諸国や，アドリア海を隔てたアルバニアなどか
らの移住者だが，このほか毎年数千人規模のイタリア人が，カトリックから
イスラムに改宗してもいる。それにしても，同じ西ヨーロッパ諸国ながら，
それぞれ500万人内外，国民人口のユ0パーセント近いイスラム教徒を抱える
フランスやイギリスに比べ，イタリアのイスラム人口は，決して多いとは言
一367一
平山健太郎
えない。ローマでの今回のモスク建立が，話題を呼び，一部に物議をかもし
たのは，カトリックの総本山ヴァチカンの，まさにおひざ元という一点であ
る。
　ローマにモスクを建てたいという要請は，1930年代にさかのぼる。独裁者
ムッソリー二の時代である。要請者は，王制施行から間もないサゥジアラビ
ァ。これに対し，ムッソリー二は，サウジアラビアが，自国の領内にカトリッ
ク教会の建立を認めない限りという理由をあげ，この要請を拒絶している。
今回のモスク建立計画があらためて蒸し返されたのは，1973年。またまたサ
ウジアラビアからの要請であったが，イタリアのアンドレオッティ政権（当
時）は，これを受け入れた。オイルショックの年であり，アラブ産油国への
様々な融和政策が，世界的に採られていた時期でもあった。当時のローマ法
王（パウロ6世）の他宗教・宗派に対する和解の政策も，そうした流れを加
速した。以後20年余をかけ，パオロ・ポルトゲーシ，ヴィットリオ・ジレッ
ティといった地元イタリアの著名な建築家と，サミ・ムサウィというイラク
生まれの建築家の合作で，イスラム風とヨーロッパ建築を調和させた設計が
なされ，総工費5000万ドルを費やして建設が進められた。工費の70パーセン
ト余りはサウジアラビアが負担している。
　このモスク建立については，いろいろな抵抗があった。ひとつは，イタリ
アの右翼勢力である。西欧全域を対象にしたイスラム勢力の浸透工作への橋
頭保であると騒ぎ立てた。アルジェリア，モロッコなど北アフリカ諸国から
フランスに移住，帰化しているイスラム教徒に対する，ル・ペン『国民戦線』
党首らフランス右翼勢力の反発　トルコ人出稼ぎ労働者に対するドイッのネ
オ・ナチ勢力の反発などとも呼応した反応である。もうひとつは，『環境保
護』派からの反発であった。歴史の街観光の街ローマのスカイラインが損
なわれる。夜明けの礼拝を始めとする一日5回のイスラムの礼拝の度に，モ
スクの尖塔（ミナレット）からスピーカーで流されるアザーン（礼拝への呼
び掛け）の音声がうるさい，と言った種類の反発である。
　施工者側も，そうした反発への配慮からであろうか。モスクの尖塔の高さ
一368一
「湾岸2題」
を計画当初の70メートルから40メートル弱に変更している。ヴァチカン市国
にあるサン・ピエトロ寺院のドームの高さ（100メートル〉にかなりの遠慮
を示したことになる。
　モスクの竣工式にはヴァチカンからも代表が列席している。ヴァチカンは
独立国の待遇を受けているから，『イタリア駐在』のヴァチカン大使がその
代表をつとめたが，当たり障りのない祝辞の中で，『イスラム諸国も宗教の
寛寄牲について同じ態度をとってほしい』と，ひとことクギをさしている。
　では，イスラム諸国の実態はどうか。
　エジプト，シリア，レバノンなど地中海に近い国々は，アラブ人のキリス
ト教徒が多い。イスラムの発祥（西暦7世紀）以前からのキリスト教徒で，
イスラム体制下でもそのままキリスト教徒として信仰を認められていた人々
である。エジフ。トで7パーセント，シリアで13パーセント，レバノンでは35
パーセントに達し，このうちレバノンでは大統領もキリスト教徒である。従っ
て勿論教会もある。イスラム革命後の，あのイランでさえ，アルメニア系市
民などのキリスト教会は健在であるし，湾岸アラブ産油国の中でも例えばク
ウエートには，インドやスリランカからの出稼ぎ外国人が礼拝する巨大なキ
リスト教会がある。
　間題はサウジアラビアである。
　サウジアラビアには，油田関係その他で常駐している欧米人や，メイドさ
んなどの出稼ぎに来ているフィリピン人など，数万あるいは数十万人単位の
キリスト教徒が居住しているが，教会の建立は一切許されていない。最大の
石油会社アラムコなどの欧米人キリスト教徒に対し，サウジアラビアの一般
市民から隔離された居住区の内部に限って，キリスト教の礼拝所を建てるこ
とが認められた時期もあったが，この許可はほどなく撤回されている。サウ
ジアラビアのイスラム教徒をキリスト教に改宗させようと布教活動を行った
というのが，その『罪状』であった。一方，キリスト教徒のイスラムヘの改
宗は奨励されており，例えばテレビの第2チャンネル（外国語放送チャンネ
ル）では，イスラムに改宗した元キリスト教徒の欧米人が，それぞれの改宗
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の動機を司会者に語る番組が，毎晩15分ほど放映された時期もある。
　キリスト教徒の私的な場所での礼拝が，比較的黙認されていた時期から，
統制が厳しくなった時期への移行は，1979年が境になった。イラン革命の年
であり，サウジアラビァでもこの年11月，『マハディ』（救世主〉を名乗る，
いわゆる『イスラム原理主義』者の一団が，聖地メッカのカーバ神殿を2週
間余りに亙って，武力を用いて占拠する事件も起きている。1982年から84年
にかけ，他の職業に擬装してサウジアラビアに居住していたカトリックやプ
ロテスタントの神父や牧師5人が，その宗教活動を『暴露』され，逮捕，取
り調べの上，国外追放される事件も続いた。（『隠れキリシタン』という言
葉さえ思い出してしまう。）
　教会の建立ばかりではない。首都リヤドの空港（『リヤド・イスラム空港』）
では，スイス航空の定期便が，着陸後直ちに垂直尾翼のライトを消すよう，
空港当局から求められている。同社のマークが，スイス国旗と同じ赤地に白
の十字架，即ちキリスト教そのもののシンボルであるという理由だ。同社定
期航空便のリヤド空港での発着は，いずれも夜間であるため，尾翼の消灯で
一応当局側の目的は足りたことになる。
　サウジアラビアでは，何十年居住しようが，イスラムに改宗していない限
り，現地での遺体の埋葬も許されていない。
　10年ほど前，私がこのサウジアラビアにひと月半ほど滞在し，テレビ番組
（N　H　K特集『素顔のサウジアラビア』）を製作中，異教を排除する徹底ぶ
りについての疑問を，国際的なイスラム布教機関の事務局長でもあったジェッ
ダ大学のN教授にぶつけてみたことがあるが，その答えはまことに印象的な
ものであった。『イスラム発祥の地であるサウジアラビアにキリスト教会を
建てるのは，ヴァチカンにモスクを建てるようなものだ』という言葉であっ
た。サウジアラビア全土を巨大なモスクに例える説明も，別のサウジアラビ
ア当局者（メディナ・イスラム大学布教部シェイク・アブ・バクル・ジャビー
ル部長）により西欧向けに試みられている。
　ヴァチカンそのものの中ではないものの，そのおひざ元のローマ市内に今
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回建立されたモスクの竣工式での，法王庁代表の口悔しげな祝辞も，理解出
来るような気がする。
　サウジアラビアが，異教の排除について，それほど強硬な姿勢をとってい
るのは，何故であろうか。
　湾岸戦争でも見られたように，サウジアラビアは，政治，経済，軍事など
の面で欧米諸国，とりわけアメリカとの関係が深い。それだけに，いわゆる
『イスラム原理主義』勢力からは，この点が槍玉にあげられやすい。『イス
ラム原理主義』勢力と『』で括ったのは，サウジアラビア自体が，イスラム
のおきての厳密な適用を国是としている『原理主義』国家であるという事情
による。問題は，反欧米主義を掲げるイラン型の原理主義勢力である。サウ
ジアラビアの国名はサウド家の支配するアラビアを意味するが，アラビア半
島中央部ネジド地方の豪族から出発したこのサウド家の命運は，過去200年
に亙り，イスラム教スンニ派の中でも最も『原理主義』的なセクトであるワ
ハブ派勢力の消長と一体をなしてきた。ワハブ派は，遺体の埋葬さえも，土
に帰るべき死者に，生前の個性を記す墓標などは不要であるとする信念を抱
き，19世紀初頭には，イスラム教徒，特にシーア派が崇拝する『聖人』たち
の墓や廟を，イラク南部一円で，破壊してまわった歴史を持つ。欧米諸国と
の関係が生まれる以前に，ワハブ派は，こうしてシーア派教徒の根強い恨み
を買っていた。
　そのシーア派が多数を占めるイランで，『イスラム革命』が起き，対欧米
関係をめぐるサウジアラビア，イラン両国の関係もぎくしゃくするに及んで，
両者の対立は，ますます刺々しいものになった。イラン革命の最高指導者故
ホメイニ師（1989年没〉が，生前サウジアラビァという名称を用いることを
かたくなに拒み，ヒジャズ（紅海沿岸地方），ネジド（リヤドなど内陸部），
ハッサ（ペルシャ湾沿岸地方）など，サウジアラビア王国建国以前の，地理
的名称で殊更に呼んでいた背景も，その辺にある。西暦7世紀にイスラムを
創設した預言者ムハンマド（モハメッド）の誕生の地であり，イスラム教徒
が『神の館』と崇め，礼拝や巡礼の対象としているメッカのカーバ神殿は，
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現在サウジアラビア政府の管理下に置かれているが，1920年代，預言者の血
筋を引くと言われるメッカの豪族ハシム家（現ヨルダン王家）から武力で奪っ
た歴史がある。ホメイニ師の名称へのこだわりは，つまり，サウド家のメッ
カ支配の正統性を認めないという姿勢を明示した政治的メッセージであった
と受け取ってよかろう。　（イラン政府は，実務的なレベルで，サウジアラビ
ア王国をその公式な呼称で呼び，国交を結んではいる。）イランからの厳し
い視線を強く意識せざるを得ないサウジァラビァ王室は，1986年，それまで
の『サウジアラビア国王陛下』という呼称を『メッカ・メディナの守護者で
あるサウジアラビア国王』と改める勅令を公布している。イランに後ろ指を
さされまいという，強い危機感が，サウジアラビアを『イスラム国家』とし
て針ねずみのように内面から武装させることになった。異教への受容性をめ
ぐるアレルギー現象もその直接の現れと言えるだろう。
　更に，周辺アラブ諸国の実例の中にも，サウジアラビアは，現実の脅威を
かぎ取る。1975年から91年まで16年間の長きに亙ったレバノンでのキリスト
教徒とイスラム教徒の内戦。そしてエジプト現体制に対するイスラム過激派
によるテロ攻撃の一部としての，これら勢力によるエジプト国内のキリスト
教徒に対する流血の暴力沙汰などがそれだ。したがってサウジアラビアとし
ては，宗教紛争を防ぐ最善の道は，異教の存在を認めないことという単純明
快な判断にたどりつく。要するに体制維持を至上目的とする政治的な保身策
が，すべての基礎になっているのである。異教徒との経済交流や軍事協力，
各種サービスの購入は，別の次元で考えればよいという割り切り方である。
　イスラムもキリスト教も，元をただせば，ユダヤ教の強い影響を受けて誕
生した同根の宗教である。コーランに登場する天使の名だけを例にとっても，
ガブリエル，ミハイルなど，前記三つの一神教が共有しているし，コーラン
ではモーゼもイエスも，ムハンマドに先立つ同一神の預言者として敬意を以
て扱われている。にもかかわらず，現実には，中世の十字軍，現代のアラブ
・イスラエル紛争など，三者さまざまな組み合わせによる流血の歴史が繰り
返されている。いささか一方交通ではあるにせよ，ローマでのモスクの建立
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が，キリスト教とイスラムの和解への一里塚になり得るのだろうか。イタリ
アから幅300キロ足らずのアドリア海を隔てたボスニアを始め，世界の各地
で今も続いているキリスト，イスラム両教徒の問の流血の争いを見るにつけ，
溜め息をつくほかない。
　モスクの竣工式には，一神教のいわば長兄であるユダヤ教徒の代表も列席
した。イタリア在住のユダヤ教のラビ（律法師）が招かれ，このモスク建立
を，『ヨーロッパでの宗教の寛容性の現れである』という祝辞を述べている。
十字軍のエルサレム遠征の際エルサレム城内で，イスラム教徒と共に虐殺
され，コロンブスのアメリカ大陸到達の年1492年には，キリスト教徒により，
イベリア半島から，やはりイスラム教徒と共に追放され，僅か50年前，これ
また基本的にはキリスト教徒であった筈のナチス・ドイッによる根絶作戦が
ようやく終わったという受難の歴史を振り返れば，このユダヤ教徒代表の祝
辞には，それなりの深い思い入れがあったろう。ローマ法王庁が，イエス殺
害の罪を，ユダヤ人すべてに未だに問い続けるのは誤りであるという裁断を
下したのも，僅か十数年前のことである。一方イスラムとの関係に目を向け
ても，モスク建立の大口寄進者であるサウジァラビア王家が，ユダヤ教徒の
代表を式典に招いたこと自体，中東和平交渉のこれまでの実績と無縁のもの
ではない。しかし，聖地エルサレムをめぐる和解は，まだ程遠い。本稿執筆
中にも，エルサレム市内で，イスラム過激派によるイスラエルの路線バスヘ
の新たな爆弾テロ事件が発生し，多数の死傷者を数えている。
　『汝，殺すなかれ』という戒めは，これら一神教に共通する優先的な神の
意志ではないのだろうか。
2．　「湾名さわぎとトルコ」
　湾岸戦争からもう5年がたとうとしている。
　『湾岸』という言葉の自然な連想が，東京都心部とディズニーランドある
いは成田空港を結ぶ湾岸道路などごく身近なものに落ち着いている現状は，
勿論好ましい。
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　さて『湾岸戦争』の方の湾岸だが，こちらはペルシャ湾。日本の本州とほ
ぼ同じ表面積を持ち，大型タンカーが往来する石油の海である。こちらの湾
岸は，10年そこそこの問に，2度に亙る激しい戦争の舞台になった。第一次
湾岸戦争（イラン・イラク戦争）と第二次湾岸戦争（クウェートをめぐるイ
ラクと他国籍軍の問のいわゆる湾岸戦争）であるが，ここで問題にしたいの
は，湾の名称をめぐる重苦しい争いである。インド洋方向からホルムズ海峡
を通過して湾内に入ると，右手つまり北岸に広がる陸地はイラン（ペルシャ）
であり，左手すなわち南岸はオマーン，アラブ首長国連邦，カタール，バー
レーン，サウジアラビア，クウェートなどのアラブ産油国が並ぶアラビア半
島である。その突き当たりがイラクになる。ヨーロッパで16世紀以後印刷さ
れた地図は，いずれもこの巨大な湾を『S　I　N　U　S　P　E　R　S　I　C　U　S』
（ペルシャ湾）と記している。西暦紀元前から，この湾の沿岸で存在を知ら
れてきた国と言えば，ペルシャだけであったことを思い浮かべれば，当然の
命名であったろう。ところが，1970年代に入って物言いがついた。沿岸8か
国のうち7か国までがアラブの国である以上，『アラビァ湾』と呼ばれるべ
きであるという主張の出現である。長年この海域の覇権を握っていたイギリ
スが，海軍力をここから撤収したこと，『オイルショック』に伴うアラブ産
油国の経済急成長と自負心の昂揚，更にイラン（パーレビ王朝）の新たな覇
権主義への沿岸アラブ諸国の反発などが，その背景であった。呼称変更への
音頭とりはイラクであった。
　イラン革命（1979年），イラン・イラク戦争の開幕（1980年）と，たたみ
かけるように続いた激動の時期，この湾の呼称をめぐる争いは，日本を含む
世界のジャーナリズムにとって頭痛の種になった。
　『アラビア湾岸に日本とサウジァラビアの合弁石油化学工場計画』といっ
た種類の国内経済部出稿の記事が掲載されるごとに，イラン側から激しい抗
議とともに，取材入国の査証を出すの出さないのといった騒ぎになった。
『日本海のことをロシア語で何と言いますか？』（駐日イラン大使）……
『ヤポンスコエ・モーレ（日本海）です。』（我々）……『それご覧なさい。
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国際的に登録されている名称を勝手に変えるのは理不尽でしょう』………な
るほど。正論であるが，『ペルシャ湾』を使った場合のアラブ側の反応もま
た激しかった。欧米のジャーナリズムは，この言葉の泥仕合との拘わり合い
からいちはやく離脱し，無難な呼称を造りだした。『T　H　E　G　U　L　F』
『L　E　G　O　L　F　E』……うまい手を考えついたものと感心したが，日本語
にはなじまない。『例の湾』では格好がつかないからである。ほとほと当惑
しているうちに，事態は一挙に落着した。湾岸戦争でサウジアラビアやクウェー
トの救援に駆け付けた多国籍軍の主力アメリカ軍が，いとも無造作に『ペル
シャ湾』という伝統的な呼称を復活してしまったからである。『アラビア湾』
派の旗頭であったイラクの敗北も，この騒ぎを落着させる決め手になった。
　湾岸戦争の翌年（92年〉，ソビエト連邦解体後の中央アジア新興諸国を一
瞥した後トルコに立ち寄り，トルコ航空便に何度か乗る機会があった。その
機内誌に印刷されている航空路線地図を眺めているうち，はたと膝をたたい
て感心してしまった。ペルシャ湾がここではなんと『バスラ湾』になってい
るではないか。バスラは現在イラク領であるが，第一次大戦でトルコが敗北
する以前は，イラク，ヨルダン，シリア，レバノン，そして現在のイスラエ
ルやパレスチナ自治区も，すべてトルコ帝国が領有していた土地であり，バ
スラも勿論そこに含まれていた。隣国のペルシャとは，常にライバル関係に
あったから，やはり『ペルシャ湾』は使いたくない。自国領のバスラ市を流
れるシャット・アル・アラブ川（ティグリス，ユーフラテス両河川が合流し
た下流）の水が流れ込む湾だから『バスラ湾』。
　バスラを失ってもイラクを失っても，トルコ自体の君主制が崩壊しても，
一向に頓着せず，帝国時代の呼称をそのまま使っているのである。一目おか
れてしかるべき大国のプライドを垣問見たように思えた。
　トルコについては，機会があれば，稿をあらためたい。
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